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世界一長い木造農道橋 蓬莱橋 （近田昌樹)
静岡県ときたら，大井川と茶畑。流れ出る太平洋に近づいたあたりの右岸に広がる牧ノ原台地の茶畑はつとに知られる。蓬莱橋はその
茶畑の開発に由来する。
対岸の台地を＜宝の山＞に見立て茶畑を開墾し，その栽培がさかんになると住人は小舟による往来の不便さを解消してほしいと望むよ
うになった。そうしてできたのがこの橋である。名前は＜宝の山＞への往来にちなむ。全長 900 mに近く今ではギネス認定の世界一の木
造歩道橋となった。↗
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↘ 朝から夕方までは橋番がいて通行料を払う。橋番のいない時間は料金箱へ。大人，自転車は 100円，子どもは 10円だそうだ。しかし
定期券というのもあって 800円。
木造だから随所にコンクリートや鉄材の補強箇所はあるけれども写真で見る風貌は多分最初の頃から変わらない。ほどほどの手造り
感，非人工感があって往来の便利さを味わった人々の気持ちが想像できる。ある時間と空間の息吹が感じられる景観である。
写真は，画面に大胆に，遅い午後の長い影を引かせて，この橋の歴史を導き出している。

（講評 東京造形大学名誉教授 柳本尚規)
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